
言
語
教
育
に
お
け
る

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」と
は
な
に
か

「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
構
築
を
め

ざ
す
国
際
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
は
、
ジ
ャ

パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
語
教
育

へ
の
新
た
な
る
旅
立
ち
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
第
３
回
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
を
中
心
に
、
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
の
理
念
や
目
的
、
今
後
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

言
語
教
育
に
お
け
る
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

と
は
、
当
該
言
語
の
教
育
や
普
及
に
関
す
る

一
定
の
目
的
や
理
念
と
と
も
に
、
そ
の
言
語

の
教
育
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
に
必
要
な

あ
る
種
の
枠
組
み
な
い
し
は
目
安
を
提
供
す

る
も
の
の
こ
と
を
い
う
。
代
表
的
な
例
と
し

て
欧
州
評
議
会
のC

om
m
on
E
u
rop
ean

F
ram
ew
ork
ofR
eference

for
Languages

（
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
参
照
枠
）
や
米

国
外
国
語
教
育
協
会
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｌ
）
の

S
tan
d
ard
s
for
F
oreig

n
L
an
g
u
ag
e

L
earning

（
外
国
語
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ズ
）
な

ど
が
あ
る
。

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ

る
た
め
か
、
言
語
や
言
語
教
育
の
規
範
や
標

準
を
示
す
も
の
と
い
っ
た
と
ら
え
方
を
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。「
日
本

語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
関
す
る
第
１
回

の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
も
、「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
は
多
く
の
人
の
使
用
に
供
す
る
た
め
に

包
括
的
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
強
制
す
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
、
開
放
的
で
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
は
な
く
、
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
「
日

本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
言
語
政
策
的

な
役
割
は
次
の
２
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。
ま

ず
、
日
本
語
普
及
政
策
の
根
幹
を
な
す
理
念

を
外
に
向
か
っ
て
明
確
に
示
す
と
い
う
役
割

で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
内
で
も
共
通
理
解
と
し
て
確
認
し
て

お
く
と
い
う
意
味
も
あ
ろ
う
が
、
第
一
義
的

に
は
内
外
の
（
日
本
語
）
教
育
関
係
者
や
学

習
者
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
意
味
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平
高

ひ

ら

た

か

史ふ

み

也や

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

日
本
語
教
育
事
業
を
よ
り
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、

政
策
立
案
者
や
教
師
な
ど
と
共
有
で
き
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
必

要
と
の
考
え
に
立
ち
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

２
０
０
５
年
５
月
か
ら
、
内
外
の
専
門
家
と
と
も
に
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
日
本
語
教
育
関
係
者
と
と
も
に

考
え
る
機
会
と
し
て
、
06
年
３
月
25
日
に
東
京
・
津
田
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
第
３
回
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
構
築

を
め
ざ
す
国
際
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
に
つ
い
て
、
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
の
検
討
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
平
高
史
也
氏
に
、
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
編
集
部
）

ひらたか ふみや●東京
外国語大学大学院外国語
学研究科ゲルマン系言語
専攻にて修士号を、ドイ
ツ・ベルリン自由大学哲
学人文学部にて博士号を
取得。専門はドイツ語教
育、日本語教育、社会言
語学。東海大学留学生教
育センター、東ドイツ・
ベルリン・フンボルト大
学客員講師（ジャパンフ
ァウンデーション派遣専
門家）を経て、90年より
現職。主な編著書に『外
国語教育のリ・デザイ
ン』『多言語社会と外国
人の学習支援』など



の
ほ
う
が
大
き
い
。
も
う
一
つ
は
、
ジ
ャ
パ

ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
内
で
の
意
味
づ
け

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
普
及
事
業
全

体
を
見
直
し
、
今
後
の
新
た
な
国
際
展
開
の

青
写
真
を
描
く
、
い
い
か
え
れ
ば
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す
る
際
の
ベ
ー
ス
と
し
て

の
役
割
が
あ
る
。

２
０
０
５
年
５
月
に
開
か
れ
た
第
１
回
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
（
詳
細
に
つ
い
て
は
05
年
８

月
発
行
の
本
誌
第
６
号
の
嘉
数
勝
美
氏
﹇
ジ
ャ

パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
日
本
語
事
業
部
企

画
調
整
課
長
﹈
の
論
文
を
参
照
）
で
は
、
各

国
・
地
域
の
最
前
線
で
言
語
教
育
に
携
わ
っ

て
い
る
方
々
か
ら
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
」
の
構
築
に
向
け
て
貴
重
な
情
報
や
示

唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
年
11
月
に
さ

い
た
ま
市
の
国
際
交
流
基
金
日
本
語
国
際
セ

ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
第
２
回
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
は
公
開
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
作
業
部
会
の
趣
き
が
強
か
っ
た
。

出
席
者
も
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

の
専
任
講
師
や
専
門
員
、
海
外
の
派
遣
専
門

家
が
中
心
で
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
の
、

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
関
す
る
共
通
理
解
を

形
成
し
、
そ
の
方
向
づ
け
を
行
な
う
の
が
ね

ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
の
目
的
・
理
念
、
読
者
対
象
、
内
容
、

活
用
法
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

こ
の
第
２
回
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
生
ま

れ
た
の
が
「
相
互
理
解
の
た
め
の
日
本
語
」

と
い
う
理
念
で
あ
る
。
１
９
４
５
年
ま
で
の
、

と
り
わ
け
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の

反
省
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
語
普
及
を
図
っ

て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
尊
厳
や

平
等
を
重
ん
じ
、
日
本
語
を
通
し
て
相
互
理

解
を
深
め
る
と
い
う
姿
勢
以
外
に
は
あ
り
え

な
い
。
そ
う
い
っ
た
考
え
方
を
ジ
ャ
パ
ン
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
語
教
育
の
拠
り

所
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
２
回
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
の
結
果
を
踏
ま
え
て
12
月
以
降
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
で
の
討
議
を
重
ね
、
第
３
回
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
公
け
に
し
た
の
が
「
日

本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
骨
子
で
あ
る
。

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
骨
子

こ
れ
ま
で
の
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
の
日
本
語
事
業
を
総
括
し
、
今
後
に
向

け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
と
い
う
、
過
去

と
未
来
の
分
水
嶺
に
位
置
す
る
の
が
第
３
回

の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
ま
ず
第
１
部
で

「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
目
的
と

理
念
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
つ
づ
い
て
第
２

部
で
ド
イ
ツ
語
圏
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ

の
先
行
事
例
に
触
れ
、
最
後
に
第
３
部
で

「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
基
本
的

な
考
え
方
が
紹
介
さ
れ
た
。

遠近　12
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第3回
日 本 語 教 育 ス タ ン ダ ー ド の
構築をめざす国際ラウンドテーブル

［プログラム］
10:00～12:10
〈第一部〉 日本語教育スタンダードの

目的と理念
ジャパンファウンデーションが考える「相
互理解のための日本語」スタンダードの理
念を発表

モデレーター
平高史也（慶應義塾大学）

発表者
嘉数勝美（ジャパンファウンデーション）
平高史也

コメンテーター
李徳奉（韓国　同徳女子大学校）
リチャード・ブレクト（米国　メリーランド大学）

13:10～15:25
〈第二部〉 先行事例に学ぶ

Profile Deutsch（独）、DELF・DALF
（仏）、外国語学習スタンダーズ（米）の
事例発表を受けて討論を行なう

モデレーター
大橋理枝（放送大学）
長沼君主（清泉女子大学）

発表者
パウル・ルッシュ
（オーストリア　インスブルック大学）
ブリュノ・メーグル
（フランス 国際教育研究センター）
渡E眞紀
（ジャパンファウンデーション　ロサンゼルス事務所）

15:40～17:00
〈第三部〉 日本語教育スタンダードの

基本的な考え方
「相互理解のための日本語」スタンダード
の基本的な考え方を紹介するとともにパ
ネルディスカッションを行なう実施

モデレーター
伊東祐郎（東京外国語大学）

発表者
柴原智代（ジャパンファウンデーション）
金田泰明（ジャパンファウンデーション）



第
１
部
で
は
、
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
」
の
目
的
と
理
念
で
あ
る
「
相
互
理
解

の
た
め
の
日
本
語
」
と
は
何
か
を
発
表
し
た
。

は
じ
め
に
嘉
数
勝
美
氏
が
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
語
教
育
の
分
野
に
お

け
る
知
財
に
つ
い
て
ふ
り
か
え
り
を
行
な
っ

た
。
「
支
援
か
ら
推
進
へ
」
と
い
う
日
本
語

普
及
政
策
の
転
換
に
と
も
な
い
、
そ
こ
で
求

め
ら
れ
る
日
本
語
と
は
何
か
、
ま
た
、
今
後

の
日
本
語
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い

う
問
い
に
対
す
る
説
明
が
必
要
に
な
る
。
そ

の
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
責
務
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
め
ぐ
る
議
論
だ
と
い
う
。

つ
づ
い
て
筆
者
が
、
「
日
本
語
教
育
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」
と
は
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
の
日
本
語
学
習
・
教
育
の
政
策
や

理
念
を
枠
組
み
と
し
て
提
示
し
、
シ
ラ
バ
ス

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
教
材
・
教
授
法

の
開
発
、
能
力
評
価
な
ど
の
拠
り
所
と
な
る

べ
き
も
の
で
、
日
本
語
教
育
関
係
者
だ
け
で

は
な
く
、
広
く
異
文
化
間
交
流
に
関
わ
る
人

を
対
象
と
し
、
日
本
語
母
語
話
者
が
日
本
語

に
つ
い
て
ふ
り
か
え
る
契
機
と
も
な
り
う
る

も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

多
言
語
多
文
化
化
の
進
行
に
と
も
な
い
、

日
本
語
も
言
語
や
文
化
を
異
に
す
る
人
ど
う

し
の
出
会
い
の
仲
立
ち
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
国
籍
や
民
族
を
超
え
た
多
様
な
使
用

者
、
す
な
わ
ち
「
日
本
語
人
」
が
共
有
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
日
本
語
を
「
相

互
理
解
の
た
め
の
日
本
語
」
と
と
ら
え
、「
発

信
者
と
受
信
者
が
共
同
で
あ
る
課
題
を
遂
行

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
日
本
語
」
と
し
た
。

こ
う
し
た
「
相
互
理
解
の
た
め
の
日
本
語
」

を
学
習
し
、
教
育
す
る
こ
と
と
は
、
共
同
行

為
の
実
現
を
推
進
し
、
発
信
を
精
緻
化
し
、

受
信
の
度
合
い
を
深
め
る
た
め
の
営
為
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
学
習
者
、
教
授
者
、
使
用
者

に
言
語
に
対
す
る
「
柔
軟
な
姿
勢
」
や
、
多

様
性
へ
の
ま
な
ざ
し
を
求
め
る
の
が
「
相
互

理
解
の
た
め
の
日
本
語
」
で
、
そ
れ
は
ア
プ

リ
オ
リ
に
存
在
す
る
「
標
準
語
」
や
「
正
し

い
日
本
語
」
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
言
語
の

多
様
性
へ
の
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
人
ど
う
し

の
接
触
が
複
数
の
言
語
や
文
化
に
対
す
る
広

い
視
野
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、
自
文
化
に
つ

い
て
も
新
し
い
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

そ
の
意
味
で
「
相
互
理
解
の
た
め
の
日
本
語
」

は
人
間
的
な
豊
か
さ
を
獲
得
す
る
た
め
の
有

効
な
手
段
と
な
り
え
る
。

「
相
互
理
解
の
た
め
の
日
本
語
」を

ど
う
具
体
化
す
る
か

第
１
部
で
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
李イ

徳
奉

ド
ク
ポ
ン

氏
（
韓
国
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
レ
ク
ト
氏
（
ア
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相互理解のための日本語

2006年3月25日に東京・津田ホールで開
催された「第3回日本語教育スタンダー
ドの構築をめざす国際ラウンドテーブル」
では、「日本語教育スタンダード」の目的
と理念、欧米の先行事例、基本的な考え
方が紹介され、真剣な議論が展開された



メ
リ
カ
）
か
ら
、「
相
互
理
解
の
た
め
の
日
本

語
」
で
は
言
語
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
文
化

に
対
す
る
考
察
が
不
十
分
で
、
言
語
の
理
解

だ
け
で
は
な
く
文
化
の
理
解
に
ま
で
広
げ
て

考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

第
２
部
で
は
、
ま
ず
パ
ウ
ル
・
ル
ッ
シ
ュ

氏
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
が
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
を
ド
イ
ツ

語
に
お
い
て
実
践
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
作
ら

れ
た
〝P

rofile
D
eu
tsch

〞
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
か

ら
な
り
、
６
レ
ベ
ル
の
詳
細
なc
a
n
-d
o

statem
ents

（
技
能
領
域
と
到
達
レ
ベ
ル
の
基

準
）
だ
け
で
は
な
く
、
話
題
別
の
語
彙
や
概

念
、
文
法
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
な
ど
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
教
材
や
試
験
の
開
発
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
立
案
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
づ
い
て
、
ブ
リ
ュ
ノ
・
メ
ー
グ
ル
氏

（
フ
ラ
ン
ス
）
が
フ
ラ
ン
ス
文
部
省
認
定
の
フ

ラ
ン
ス
語
資
格
試
験
（
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
・
Ｄ
Ａ
Ｌ

Ｆ
）
の
改
革
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
の
試
験

は
01
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
刊
行
を
機
に
、
デ
ィ

プ
ロ
マ
（
証
書
）
の
構
成
を
そ
れ
ま
で
の
３

段
階
か
ら
６
段
階
へ
と
大
き
く
変
更
し
た
。

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
に
は
成
人
用
の
ほ
か
に
テ
ィ
ー
ン

エ
ー
ジ
ャ
ー
用
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
も
あ
る
と
い

う
話
は
、
小
中
学
生
、
高
校
生
が
海
外
の
学

習
者
の
約
65
％
を
占
め
る
日
本
語
教
育
に
と

っ
て
も
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
っ
た
。
最
後

に
、
渡d

眞
紀
氏
（
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
事
務
所
）
が
ア
メ
リ
カ
の

「
外
国
語
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ズ
」（S

tan
d
ard
s

for
F
oreign

L
anguage

L
earning

）
を
取

り
上
げ
た
。
こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ズ
は
学
習
者

が
学
ぶ
べ
き
内
容
の
基
準
で
あ
っ
て
、
教
師

の
指
導
力
の
基
準
化
は
別
途
行
な
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
話
は
、
教
師
研
修
に
力

を
入
れ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
の
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
で

も
考
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
３
部
の
課
題
は
「
相
互
理
解
の
た
め
の

日
本
語
」
を
ど
う
具
体
化
す
る
か
で
、
柴
原

智
代
氏
（
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
専

任
講
師
）
が
、
国
際
交
流
基
金
日
本
語
国
際
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
に
な
っ
て
作
成

し
た
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の

「
基
本
的
な
考
え
方
」
を
紹
介
し
た
。「
相
互

理
解
の
た
め
の
日
本
語
」
に
か
か
わ
る
能
力

に
は
、
そ
れ
を
獲
得
す
る
た
め
の
能
力
と
し

て
の
課
題
遂
行
能
力
と
、
複
合
的
な
視
野
や

自
文
化
に
つ
い
て
の
視
点
を
得
る
た
め
の
異

文
化
理
解
能
力
が
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
能
力

を
具
体
例
を
ま
じ
え
て
説
明
し
た
あ
と
、
今

後
の
課
題
と
展
望
と
し
て
、
①
海
外
で
必
要

と
さ
れ
る
課
題
遂
行
能
力
の
調
査
と
、
そ
の

課
題
遂
行
に
必
要
な
言
語
形
式
の
調
査
、
②

日
本
語
能
力
試
験
な
ど
の
評
価
と
関
連
し
た

レ
ベ
ル
別
課
題
遂
行
能
力
記
述
表
、
③
教
材

や
教
師
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
の
３
点

を
挙
げ
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
行
中
の
日
本
語

能
力
試
験
の
改
定
作
業
で
も
課
題
遂
行
能
力

やcan
-d
o
statem

en
ts

が
中
心
に
な
っ
て

お
り
、
口
頭
能
力
試
験
の
導
入
も
計
画
さ
れ

て
い
る
と
い
う
金
田
泰
明
氏
（
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
日
本
語
事
業
部
試
験
課
長
）

の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
国

際
交
流
基
金
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
発

中
の
、
中
等
教
育
段
階
の
日
本
語
学
習
者
を

対
象
と
し
た
映
像
教
材
や
、
同
セ
ン
タ
ー
で

行
な
わ
れ
て
き
た
教
師
研
修
の
経
験
を
も
と

に
刊
行
さ
れ
る
「
日
本
語
教
授
法
シ
リ
ー
ズ
」

（
ひ
つ
じ
書
房
）
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
も

課
題
遂
行
能
力
と
異
文
化
理
解
能
力
と
い
う
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いる（『幼児から成人まで一貫した英語教育のための枠
組み』［37ページ］のらせん状コミュニケーション発達
モデルを参考に、スタンダードの検討メンバーが作成）



考
え
方
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ

う
に
、
す
で
に
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
と
の
す
り
合
わ
せ
が
進
ん
で
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。

文
化
交
流
の
相
互
性
を
考
え
る

―
―
課
題
と
展
望

最
後
に
、「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

の
今
後
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

ま
ず
、
第
３
回
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
公

表
し
た
の
は
骨
子
で
あ
り
、
そ
れ
に
肉
づ
け

を
し
た
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の

発
表
が
望
ま
れ
る
。
私
見
で
は
、
理
念
や
評

価
の
ほ
か
に
も
、
社
会
や
文
化
、
言
語
、
学

習
・
教
育
に
つ
い
て
の
見
方
や
教
師
研
修
、

ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
に
関
す
る
、
よ
り
明
確
な

見
解
が
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
、
理
念
で
あ
る
「
相
互
理
解
の
た
め
の

日
本
語
」
と
そ
れ
を
具
体
化
し
た
「
日
本
語

教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
「
基
本
的
な
考
え

方
」
と
の
間
に
ま
だ
埋
め
る
べ
き
部
分
が
多

い
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば
、
「
相
互
理
解

の
た
め
の
日
本
語
」
を
学
習
や
教
育
の
場
で

論
じ
て
い
く
と
、
学
習
者
と
教
師
の
間
の
相

互
の
働
き
か
け
を
核
と
し
た
学
習
観
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
取
り
入

れ
る
べ
き
大
き
な
課
題
が
文
化
に
つ
い
て
の

扱
い
方
で
あ
る
。
先
述
の
ブ
レ
ク
ト
氏
の
コ

メ
ン
ト
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
文
化
の
魅
力

ゆ
え
に
日
本
語
を
学
ぶ
学
習
者
は
少
な
く
な

い
。
そ
れ
に
は
「
わ
び
」
「
さ
び
」
と
い
う

美
意
識
や
、
歌
舞
伎
と
い
っ
た
伝
統
的
な
文

化
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ン
ガ
に
象
徴
さ
れ
る

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
言
語
と
文
化
を
切

り
離
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
言
語
を

教
え
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
文
化
を
伝
え
る
こ

と
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

出
身
国
・
地
域
と
日
本
と
を
行
き
来
す
る
日

本
語
人
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
ト
ラ
ン

ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
文
化
も
考
慮
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
日
本
語
教
育
と
密
接
に
か
か

わ
る
文
化
を
ど
う
と
ら
え
、
「
日
本
語
教
育

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
ど
う
盛
り
込
む
か
に
つ

い
て
の
議
論
は
容
易
で
は
な
い
が
、
た
だ
一

つ
言
え
る
こ
と
は
、
「
相
互
理
解
の
た
め
の

日
本
語
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
文
化
の
交

流
は
双
方
向
・
多
方
向
的
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
も
や
は
り
「
相
互
性
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。

次
に
、
世
界
の
日
本
語
学
習
者
の
６
割
強

が
小
中
学
生
、
高
校
生
だ
と
い
う
こ
と
は
、

諸
外
国
・
地
域
の
学
校
教
育
の
指
導
要
領
な

ど
に
日
本
語
を
取
り
入
れ
る
際
に
参
照
さ
れ

る
よ
う
な
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
作
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
日
本

語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
は
海
外
の
教
育
制

度
に
も
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
海
外
の
児
童
生
徒
向

け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん

で
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
す
ぐ
れ
て

言
語
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
も
も
と
を
た
ど
れ
ば
英
語
の

th
resh

old
lev
el

（
70
年
代
に
欧
州
評
議
会

が
定
め
た
、「
自
立
し
た
言
語
使
用
者
」
で
あ
る

た
め
に
必
要
な
言
語
能
力
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
30
年
経
っ
て
（
英
語
以
外
の
）
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
主
要
言
語
に
広
が
っ
た
。
第
１
回
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
と
き
の
謝シ

ェ

小
シ
ャ
オ

慶チ
ン

氏
（
中
国
）

の
発
言
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
日
本
語
教

育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、

将
来
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
ア
ジ
ア
版
も
し
く
は
東

ア
ジ
ア
版
と
も
い
う
べ
き
「（
東
）
ア
ジ
ア
共

通
参
照
枠
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。

日
本
語
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
語
、
中
国

語
な
ど
に
よ
る
交
流
が
今
以
上
に
盛
ん
に
な

り
、
そ
れ
ら
の
言
語
の
教
育
や
学
習
が
体
系

的
に
行
な
わ
れ
る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
と
き
に
も
「
相
互
理
解
」
は
ま
た

大
き
な
力
を
発
揮
し
、
意
味
を
持
つ
に
ち
が

い
な
い
。
「
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

に
は
そ
ん
な
夢
と
ロ
マ
ン
が
あ
る
。a
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